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微抗
生黄
物色
生葡
萄愛l時
雨謙
譲菌
ノ
旦~
万じ’

響

一「

ロ

ピ

ン
」
作
用
ニ
及
ポ
ス

〈
昭
和
凶
年
五
月
二
日
受
付
〉

第
三
報

非
細
菌
性
蛋
白
嘘
抗
原
テ
以
テ
ノ
賓
験

京
都
帝
国
大
串
桜
田
中
部
外
科
教
室
（
烏
潟
激
授
指
導
〉

講
師

墜

事

士

主
円

冊
刷
ハ
ペ

J
R
1
 

b主4

文

誠

【
内
容
妙
鍛
〕
家
見
ヲ
免
疫
シ
テ
得
タ
ル
抗
黄
色
葡
萄
状
球
菌
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
以
テ
試
験
管
内
－
－
テ
野
黄
色
術
萄
朕
球
菌
喰
燈
作
州
ヲ
検
ス
ル
＝
際
シ
、
抗
原
ト
シ
テ
非
細
雨
性
動

物
性
蛋
白
煙
ナ
ル
ニ
・
五
%
家
幾
卵
白
波
、
非
働
性
人
血
清
、
同
楠
物
性
蛋
自
慢
ナ
ル
大
豆
蛋
白
液
7
各
々
0
・二、

0
・
五
、
了
O
路／一一
一段
ユ
鑓
化
シ
テ
添
加
シ
、
此
等
抗
原
用
量
ト

喰
菌
作
用
促
進
カ
ト
ノ
因
果
関
係
ヲ
追
求
シ
、
夏
＝
前
記
卵
白
波
、
大
豆
蛋
白
鯉
液
ノ
生
及
ピ
三
十
分
煮
、
百
二
十
分
煮
液
各
々

7

0
・
五
銘
ダ
ケ
加
へ
テ
、
非
細
菌
性
蛋
白
穏
ノ
生
・
煮

雨
液
ガ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
品
及
ボ
ス
影
響
7
検
査
シ
、
ツ
ノ
結
果
非
細
菌
性
蛋
白
煙
＝
ハ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
無
夕
、
ソ
ノ
抗
原
能
働
力
ハ
耐
煮
沸
性
頗
ル
小
ナ
ル
事
晴
氏
ヲ
知
p
、
叉
此

等
抗
原
ヲ
免
疫
元
ト
シ
テ
用
ヰ
ル
昌
常
り
、
免
疫
効
果
ノ
大
ナ
ラ
ン
事
ヲ
欲
シ
テ
、
用
量
ヲ
考
慮
セ
ズ
無
関
＝
注
入
ス
ル
時
ハ
結
果
ハ
反
封
品
川
逆
行
的
－

7
小
ト
ナ
ル
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
立
「

読
シ
タ
リ
。

緒

冨

余

等
A

第
一
報
（
日
本
外
科
賀
曲
第
六
港
第
五
競
彦
照
）
ニ
於
－
ア
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
A

微
生
物
ノ
生
・
柔
雨
櫨
液
ニ
依
リ
影
響
ヲ
受
ヶ
、
郎
チ

「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
－
一
モ
亦
タ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ァ
立
誼
シ
、
第
二
報
－
一
於
ア
此
ノ
現
象
ヲ
指
標
ト
ナ
ジ
ア
検
査
ジ
タ

Y
結
果
「
イ
ム
ペ
ヂ

ン
L

－一
A

菌
種
族
特
異
性
ノ
存
在
セ
ザ

Y
事
ヲ
立
誇
報
告
セ
リ
。

本
報
告
－
一
一
於
，
プ
A

非
細
簡
性
蛋
白
鰹
ガ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
品
如
何
ナ

Y
影
響
ヲ
及
ポ
ス
ャ
。
並
－
一
非
細
蘭
性
蛋
白
鱒
ノ
生
・
実
雨
被
ガ
同

作
用
ニ
及
ポ
ス
影
響
ヲ
観
察
シ
、
比
等
蛋
白
膿
ニ
毛
亦
タ
果
シ
ア
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ガ
合
有
セ
ラ

V

居
Y
ャ
、
否
ヤ
ヲ
質
験
結
果
シ
以
－
プ
細

菌

性
抗
原
ト
非
細
雨
性
抗
原
ト
ノ
間
エ
横

A

Y
差
別
結
ヲ
明
白
ナ
ア
ジ
メ
ン
ト
欲
ス
。



賓

験

材

一
、
黄
色
葡
萄
挟
球
菌
原
液

一
一
、
非
働
性
黄
色
葡
萄
賦
球
菌
兎
疫
家
兎
血
清

三
、
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
（
封
照
用
）

（
一
）
乃
至
2
3
A
何
V

モ
第
一
報
及
ピ
第
二
報
ニ
記
載
セ

Y
モ
ノ
ヲ
使
用
セ

y
。

四
、
生
家
鶏
卵
白
波
生
理
的
食
撫
水
－
一
ア
作
リ
タ

Y
二
・
五
%’
溶
液
ヲ
用
キ
タ

y
n

五
、
舟
分
業
家
鶏
卵
白
液
（
四
）
ノ
一
部
ヲ
採
リ
ノ
、
描
氏
百
度
－
一
ア
沸
騰
ジ
ヅ
、
ァ

Y
重
湯
煎
中
－
一
－
ア
品
川
分
間
煮
沸
セ

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
リ
此

際
溶
液
A

多
少
掴
濁
セ

Y

モ
一
沈
澱
等
A

起
－
プ
ザ
時
ノ
キ
。

六
、
百
廿
分
業
家
鶏
卵
白
液
（
四
）
ノ
一
部
ヲ
採

y
、
嵐
氏
百
度
－
一
ア
沸
騰
シ
ッ
、
ァ

Y
重
湯
煎
中
－
一
－
ア
百
廿
分
間
煮
沸
セ

Y
モ
ノ
ナ

y
。

此
ノ
際
溶
液
A

多
少
掴
濁
セ

Y

モ
沈
澱
等
A

起
ラ
ず
η
ノ
キ
。

w.;i. 

七
、
非
働
性
人
血
清
余
自
身
ノ
静
脈
内
ヨ
9
採
血
ジ
、
血
清
ヲ
遠
心
分
離
セ
ジ
メ
ア
、
夏
ニ
「
オ
プ
ジ
ニ
ン
」
ヲ
減
殺
ス

Y
鴻
－
一
五
十
六

度
三
十
分
間
加
混
ジ
タ
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

入
、
生
大
豆
蛋
白
液
大
豆
ヲ
無
菌
的
流
水
中
－
一
ア
洗
糠
シ
、
ソ
ノ
一
克
－
一
生
理
的
食
韓
水
ヲ
五
蛇
ノ
割
時
一
加
ヘ
ア
乳
鉢
中
田
一
ア
良
ク
勝
砕

ジ
鴻
紙
－
一
ア
滅
、
過
ジ
、
夏
－
「
此
ノ
櫨
液
ヲ
生
理
的
食
時
脱
水
－
一
－
Y
十
倍
－
一
一
柿
蒋
セ

Y

モ
ノ
ナ

9
0
此
液
A

多
少
ノ
調
濁
ヲ
示
セ

y
。

九
、
品
川
分
柔
大
一
旦
蛋
白
液
（
八
）
ノ
一
部
ヲ
採
リ
ノ
、
橋
氏
百
度
－
一
ア
沸
騰
ジ
ッ
、
ァ
Y
重
湯
煎
中
－
一
ア
舟
分
開
業
沸
セ

Y

毛
ノ
ナ
叫
ノ
。
此

際
多
少
掴
濁
ノ
程
度
ヲ
増
加
セ

Y

モ
沈
澱
等
ァ
生
ゼ
ザ
η
ノ
キ
。

一
O
、
百
廿
分
実
大
豆
蛋
白
液
（
八
）
ノ
一
部
ァ
採

y
、
婿
氏
百
度
－
一
ア
沸
騰
シ
ッ
、
ァ

Y
重
湯
煎
中
－
一
ア
百
廿
分
間
煮
沸
セ

Y
モ
ノ
ナ

9
0
此
際
多
少
ノ
掴
濁
程
度
ヲ
増
加
セ

Y

モ
沈
澱
等
ヲ
生
ず
ザ
リ
ノ
キ
。
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第

六

会
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原

蓄
、目＆

青

柳

一
四
八
O

（
第
六
時
抗

六
O
〉

余
等
A

非
働
性
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
試
験
管
内
－
一
ア
封
黄
色
葡
萄
扶
球
菌
喰
燈
作
用
ヲ
検
査
ジ
タ
Y
ガ
、
此
際
非
細

菌
性
／
動
物
蛋
白
糠
ト
ジ
ア
家
鶏
卵
白
及
ピ
人
胤
清
ヲ
選
ピ
、
植
物
蛋
白
樺
ト
ジ
ア
大
豆
蛋
白
ヲ
選
ピ
ァ
、
此
等
各
抗
原
ヲ
加
へ

y
ノ
喰
菌
作

用
ニ
及
ポ
ス
影
響
ヲ
検
査
セ
ソ
。
而
ジ
ア
珠
備
試
験
－
一
依

y
－
プ
原
菌
液
ノ
五
倍
－
一
稀
蒋
セ

Y

モ
ノ
ヲ
用
キ
Y

時
A

喰
前
作
用
ノ
検
査
－
一
最
モ

遁
営
ナ
Y

コ
ト
A

余
ノ
前
貫
駿
一
一
－
ア
判
明
ジ
居
Y
ガ
故
ζ

、
原
蘭
液

0
・
五
括
ヲ
五
倍
－
一
一
柿
蒋
ス

Y

一二宮
9
、
賓
験
第
一
、
第
二
一
一
－
ア
A

生
家

鶏
卵
白
液

7
0
・二、

0
・
玉
、
一
・

O
括
宛
添
加
シ
、
費
験
第
三
一
一
－
7
A
非
働
性
人
血
清
ァ
、

0
・二、

0
・
五
、
一
・

O
括
宛
、
寅
験
第
四
一
一
－
ア

A

同
ジ
ク
十
一的
－
一
稀
稗
セ

Y

非
働
性
人
血
清
ヲ

0
・二、

0
・五、

7

0括
宛
賓
験
第
五
－
一
ア
A

大
豆
生
蛋
白
液
ヲ

0
・二、

0
・
玉
、
一
・

O

括
宛
、
質
駿
第
六
－
一
－
プ
A

生
家
鶏
卵
白
液
、
同
三
十
分
業
液
、
同
百
二
十
分
業
液
ヲ
各
0
・
五
括
宛
、
賓
験
第
七
－
一
4

7

A

生
大
豆
蛋
白
液
、
同

舟
分
実
被
、
同
百
廿
分
業
液
ヲ
各

0
・
玉
詑
宛
添
加
ジ
、
時
甥
除
A

生
理
的
食
盟
水
ヲ
以
ア
補
充
シ
ア
、
金
量
ヲ
凡
－
プ
ニ
・
五
耗
ト
ナ
シ
タ
η
ノ。

又
各
賞
験
ニ
、
調
照
ト
ジ
ア
生
理
的
食
盟
水

Z
了

O
路
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
附
加
ス

Y
事
ヲ
忘
V

ザ
リ
キ
。
夏
一
一
叉
各
賞
験
ノ
個
々
二
必
ズ
非

働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
並
行
的
ニ
一
貫
験
ヲ
遂
行
ジ
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
ア
ノ
賞
験
－
一
割
照
ト
ナ
シ
h
p
y
。

「
ト
ロ
ビ
ン
」
測
定
法

第
一
報
乃
至
第
二
報
ニ
詳
記
セ
リ
。

責
駿
第
－
。
第
二
。

一一・五

μ家
鶏
生
卵
白
液

0
・二、

0
・
玉
、
一
・

O
括
宛
ヲ
加
へ
、
叉
劉
照
ト
ジ
ア
生
理
的
食
聴
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y
黄
色
荷
荷
航
球
繭
液
ヲ
用
キ

ア
同
一
海
翼
腹
水
ヨ

y
ノ
白
血
球
液
ヲ
以
－
プ
シ
ア
ノ
貫
験
結
果
A

第
一
表
及
ピ
第
一
悶
ニ
示
ス
ガ
如
シ
。
但
シ
第
一
、
第
二
一
間
賞
駿
A

日
ア

異
ニ
ジ
、
使
用
セ

Y
海
底
ヲ
異
一
一
ジ
ア
行
へ

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

所

見

概

括

一
、
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
及
ピ
非
働
性
健
常
，家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
－
一
一
於
ア
「
喰
」
「
菌
」
「
子
」
ノ
何
レ
モ
ガ
、
抗
原
景

0
・
五
指
ヲ

用
ヰ
タ
Y
場
合
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
印
チ

0
・
二
括
ヲ
用
ヰ
タ
Y
モ
J

、
－
貞
一
二
・

O
括
ヲ
用
ヰ
タ
Y

屯
ノ
ヨ
リ
モ
大
ナ

y
キ
。
而
シ
ア
食
糠
水
ヲ
加
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喰

首守

子

第

六

谷

r、
原

箸

主主主

阿

2,5%家鶴生卵白波o,2ccm,o,5ccm, ] ,occm 
／影響ヲ受ケタル「トロピン」作用 L喰守
d~i 可L子1

第一国

! －←ーー非働性免疫家兎血清7用ヰテノ日食菌子数
且一 ー ，， 被日食菌数
1 一一｝ 刊 日食細胞数
！~－一非働性健常家兎血清ヲ用ヰテノ日食菌子数
H；一一一ー ，， 波日食菌数
E～一一一 ，， 喰細胞数

ヘ
A
y
uy

モ
ノ
ガ
最
小
ナ

y
キ。

二
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
結
果
A

常
二
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
a

プ
ノ

結
果
ヨ
リ
ノ
モ
大
ナ

y
キ。

賓

験

第

非
働
性
人
血
清

7
0
・二、

0
・
五
、
一
・

O
括
宛
加
へ
、
又
封
照
ト
シ
ア
生
理
的
食
関
水
ア

加
ヘ
タ
Y
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
液
ヲ
用
キ
ア
、
同
一
海
底
腹
水
中
ヨ

y
ノ
白
血
球
液
ヲ
以
ア
ジ
ア

ノ
賓
験
結
果
A

第
二
表
及
ピ
第
二
闘
ニ
示
ス
ガ
如
シ
。

柳

所

見

概

指

一
四
八

（
第
六
一
競

_L  ，、

一、』J



第

六

巻
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原

箸
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育

初日

非働性人血清o,2ccm,o,5ccm, I,Occm，ノ影響
7受ケ IJ｝レ「トロピ YJ 作用 L喰寸L菌1L子1

I一一一一一非働性免疫家兎胤清ヲ用ヰテノ喰菌子数
E一 一← 被喰菌数
][ －一一 喰細胞数
I ＇－一一－~1；働性健常家兎血清ヲ用ヰテノ日食蘭子数
JI I一一一－ " 被喰菌童文
)(Iー一一一 " 喰細胞数

一
間
八
二

（
第
六
時抗

六
一一）

非働性人血清O，日ccm,0,5師、’I,Qccm／影響
ヲ受ケタル「トロビ ン」作用（第二闘参照）
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第二園
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、、、・IL

r 

和

49 

17 28 52 
子

＼ ＼＼可

可

、

、

R

／
ノ
／
ノ
イ

y

二

量

一

ケ

プ

／

’

一

原

ノ
y
つ

／

／

一

抗

『
喰
』

『
閣
』

『
子
』
数
↑

＼ 丹原品
、＼ 主邑
＼＼ 

第二表

喰

Bli 

70 

'" 

I• 

令・

2・

一
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
及
ピ
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
於
ア
「
喰
1

一
「
菌
」
「
子
」
ノ
何
レ
モ
A

、
抗
原
用
量
ヲ
0
・二

托
ヨ

y
0
・
玉
路
三
増
加
ス
M
Y

ニ
蓮

v
一
致
ジ
ア
増
加
ジ
克
二
抗
原
用
量
ヲ
一
・

O
耗
－
一
増
加
ジ

タ
Y

－
一
反
ッ
ア
逆
行
ジ
ア
減
少
セ

y
。
食
臨

水
ヲ
加
ヘ
タ
M
Y

場
合
ノ
所
見
A

他
ノ
抗
原
液
ヲ
加
ヘ
タ
u
y

何
レ
ヨ
リ
モ
小
ナ

y
キ。

二
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
賞
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
質
験
結
果
ニ
比
ジ
何
レ
ノ
場
合
ュ
於
－
ア
モ
常
ユ
大

ナ
9
キ。

賓

輪

第

非
働
性
人
血
清
十
倍
稀
稗
液
ヲ

0
・二、

0
・
玉
、
一
・

O
括
宛
加
へ
、
掛
照
ト
ジ
ア
生
理
的
食
臨
水
ヲ
加
ヘ

タ
Y
黄
色
葡
萄
蹴
球
前
ヲ
用
キ

ァ
、
同
一
海
棋
腹
水
中
ヨ
リ
ノ
ノ
白
血
球
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以
ア
ジ
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ノ
質
験
結
果
A
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ピ
第
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闘
ュ
示
ス
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如
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十倍稀熔非働性人血清 o，~＇... "', 0,5<cm, J,Occ111 
ノ影響ヲ受ケタル「トロピン」作用（第三回
参照）

第三表

1,0 I食盤川和

十倍稀縛非働性人血清o,2cc111,o,5cc回，1,0ccm,
／影響7受ケタ Jレ「トロピン」作用 L喰寸し菌1
L子1

I－一一一非働性免疫家兎血清使用時ノ日食菌子数
E一一一一 ，， 被喰菌数
Bf.－一一ー " 喰細胞数
1イ一一－:Ji働性健常家兎血清使用時／日食鶴子数
I＇－－ーー ，， 被喰菌数
]If Iー一一一 ” 喰細胞数
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喰
』
『
菌
』
『
子
』
数
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7 

15 

10 

所

見

概

括

一
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
及
ピ
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ァ
用
ヰ
ア
ノ
貰
験
－
一
於
ア
「
喰
L

「
菌
」
「
子
」
ノ
何
レ
モ
A

、
抗
原
最

0
・
五
持

ヲ
用
ヰ
hp
u
y

場
合
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
郎
チ

0
・
二
括
及
ピ
一
・

O
括
ヲ
加
ヘ
タ
U
Y

毛
ノ
ヨ

y
モ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
食
陥
脱
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

毛
ノ
A

非
働

性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
タ
Y
際－一
A

「
喰
」
「
蘭
」
「
子
」
ノ
何
レ
モ
A

抗
原
量

7
0蛇
ア
用
ヰ
タ
Y
結
果
ヨ
ソ
モ
大
ナ

y
シ
ガ
、
非
働
性

健
常
家
兎
血
清
ァ
以
－
プ
ノ
検
査
－
一
－
7

A

「
菌
」
「
子
」
ノ
何
レ
モ
A

抗
原
量
了

O
括
ヲ
用
ヰ
タ
Y
結
果
ヨ
リ
モ
小
ナ

y
キ。

一
一
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ァ
以
－
プ
ノ
貫
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
質
験
結
果
ニ
比
ジ
何
レ
ノ
抗
原
用
量
ヲ
以
－
プ
シ
－
プ

モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。 11 u 
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A
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唱
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一
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第
六
披

六
四
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生
大
一
以
蛋
白
鰐
液
ァ

0
・
1

．0
・
玉
、
一
・

O
托
宛
、
文
封
照
ト
シ
－
ア
生
理
的
食
関
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y
黄
色
葡
萄
版
球
菌
液
ア
用
ヰ
ア
同
一
小
川

棋
脱
水
ヨ

y
ノ
白
血
球
液
ヲ
以
ア
ジ
ア
ノ
質
験
結
果
A

第
四
表
及
ピ
第
四
闘
ニ
示
ス
ガ
如
ジ
。

k¥1：一生蛋白飽0,2＂＂＇＂，りふ＇ l'lll,1,01《 Ill、ノ影響
ヲ交ケタル「トロピン」作用（第四院！多!lfl)
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川
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大豆生蛋白樫o,2ccm,o,5cc111, 1,occm ノ影響
ヲ受ケタ Jレlトロピン」作用 L喰-i L菌寸し子寸

T -:;ii＂働性免疫家兎血清使用時ノ日食菌子数
I一一 円 被喰Fi数
Df _- 一一 ，， 喰細胞童文
Iイ一一一一非倒性健常家兎血清使用時／喰菌子数
］＇－一一一 円 殺喰tii数
]/f I一一一ー ，， 日食品目胞数

//0 

／＼＼ 

／ 

－：！ ）ィええよ日
喰，Jr /1'' / －－－－－－～～－ ~· 
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子

第四圃
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第四表

喰

~j 

所

概

括

一
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
及
ピ
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
賢
験
－
一
於
ア
「
喰
」
「
菌
」
「
子
」
ノ
何
レ
モ
A

抗
原
用
量

7
0
・二

蛇
ヨ
リ

0
・
五
括
－
一
一
増
加
シ
タ
Y
時
、
ソ
V

－
二
連
レ
ア
増
加
ジ
タ
y
d
p

、
更
－
二
・

O
托
－
一
増
加
ジ
タ
Y
時
、
此
等
三
者
A

凡
－
ア
抗
原
用
量
一
一

逆
行
シ
－
プ
減
少
セ
η
ノ
。
印
チ

0
・
五
括
ノ
抗
原
量
ヲ
用
ヰ
タ

Y
際
ガ
最
大
－
一
ジ
ア
、
封
照
ナ
Y
食
臨
水
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
ナ
リ
キ
。

一
一
、
非
働
性
兎
疫
家
兎
皿
清
ヲ
以
－
プ
ノ
貫
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
賢
験
結
果
ニ
比
ジ
抗
原
用
H
M
ノ
如
何
ニ
闘
セ
ズ
常

見

－
一
大
ナ
リ
ノ
キ
。
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同
品
川
分
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液
、
同
百
廿
分
業
液
ヲ
各

0
・
五
括
宛
及
ピ
劉
照
ト
シ
ア
生
理
的
食
臨
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

黄
色
葡
萄
蹴

球
雨
被
ヲ
用
ヰ
、
同
一
海
狽
腹
水
中
ノ
白
血
球
ヲ
以
ア
ジ
－
プ
ノ
質
験
結
果
A

第
五
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及
ピ
第
五
圃
ニ
示
ス
ガ
如
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受ケタル「トロピン」作用（第五闘参照）
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一
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非
働
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免
疫
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兎
血
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ピ
非
働
性
健
常
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兎
血
清
ヲ
用
ヰ
，
プ
ノ
賓
験
－
一
一
於
－
プ
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喰
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「
菌
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「
子
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ノ
何
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毛
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卵
白
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ヘ
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－
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－
一
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－
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抗
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ノ
何
レ
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ヘ
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Y
モ
ノ
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y
モ
歴
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－
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究
デ
品
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八
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加
ヘ
タ
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毛
ノ
ガ
大
－
一
ジ
ア
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百
廿
分
業
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ヘ
タ
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モ
ノ
ガ
ソ
ノ
衣
－
一
位
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食
堕
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加
ヘ
タ
U
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モ
ノ
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更
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最
小
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y
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二
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非
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疫
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兎
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貫
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結
果
A

非
働
性
健
常
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兎
血
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ヲ
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ア
ノ
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結
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何
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抗
原
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キ
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八
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ノ
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生
大
豆
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白
樺
液
、
同
舟
分
柔
液
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同
百
廿
分
実
液
ア
各

C
・
五
詑
宛
及
ピ
封
照
ト
ジ
－
ア
食
臆
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y
黄
色
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萄
状
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南
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以
ア
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質
験
結
果
A

第
六
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及
ピ
第
六
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示
ナ
レ
タ
リ
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大主主蛋白隠生・煮液0,5crm／影響ヲ受
ケタ Jレ「トロピン」作用（第六闘参照）
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I －一一一非働性免疫家兎血清使用時／喰菌子数
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括
麓
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ヨ
リ
第
五
－
一
至
Y
迄
ノ
結
果
ヲ
総
括
シ
ア
第
七
表
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賓
験
第
六
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総
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、
、

開
セ
ズ
、
常
－
一
生
蛋
白
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
、
業
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ア
時
倒
的
－
一
凌
駕
ジ
ア
喰
菌
作
用
ア
促
進
セ

y
。
而
シ
ア
、
百
二
十

分
煮
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y
屯
ノ
A

舟
分
業
液
ヲ
加
へ
h
p
N
Y

モ
ノ
ニ
及
バ
ザ
ヅ
シ
ガ
、
細
菌
性
生
・
煮
南
鴻
ヲ
以
－
ア
ジ
ア
ノ
如
ク
、
ソ
ノ
差
甚
シ
カ
ラ

ザ

y
キ
。
又
劃
照
ノ
食
鞭
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
・
結
果
A

常
－
一
最
小
ナ

y
キ。

三
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
結
果
A

ソ
ノ
喰
菌
子
敷
ニ
就
－
ア
槻
Y

ニ
金
賞
験
ヲ
通
ジ
ア
、
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ァ
以
ア
／

ソ
レ
ニ
比
シ
、
常
ニ
大
ナ

y
キ。

柳

・次
J

ア
余
等
A

此
等
所
見
二
就
キ
解
説
ヲ
試
ミ

Y

ペ
ジ
。

．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、

一
般
ニ
蛋
白
樫
存
在
ノ
下
－
一
－
ア
A

然
ヌ
ザ
ル
場
合
ヨ

y
モ
喰
細
胞
ノ
喰
燐
カ
ガ
旺
盛
ト
ナ
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
是
郎
チ
蛋
白
刺
戟
療
法
ノ
皐
術

、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

的
基
礎
ノ
一
ヅ
ニ
算
入
ス
ペ
キ
重
要
ナ

Y
所
見
ナ

y
。
然
Y

－
一
抗
原
鰻
ノ
有
ス

Y
原
則
ト
シ
ア
非
細
菌
性
蛋
白
館
－
一
モ
亦
夕
、

y
ノ
抗
原
性
f

他
－
一
、
毒
性
ヲ
有
ス

Y
事
A

論
ヲ
侯
タ
ザ
Y
所
ナ

y
。
即
チ
余
等
ノ
使
用
セ

Y
質
駿
材
料
ニ
ア
A

ソ
ノ
抗
原
用
量
ヲ
一
。

O
詑
ト
ナ
ジ
h
p
y

－－

低
ニ
ソ
ノ
毒
性
ガ
抗
原
性
ヲ
凌
駕
u
v

－7
、
反
ッ
ア
喰
嬬
作
用
ヲ
戚
弱
セ
シ
メ
タ

y
。
而
モ
ー
向
ホ
抗
原
性
ヲ
有
ス

Y
ガ
故
一
一
抗
原
性
ヲ
有
セ
ザ
uy

食
聴
水
ヲ
以
－
プ

γ
－7
f
結
果
ヨ
リ
モ
常
ニ
抗
原
液
ヲ
加
ヘ
タ
w
y

モ
ノ
、
結
果
A

大
ト
ナ

y
シ
ナ
リ
ノ
。
斯
グ
ア
（
一
）
ノ
所
見
印
チ
宜
駿
第
一
ヨ

リ
第
五
迄
ノ
結
果
A

理
解
セ
ラ
Y

、
誇
ナ
リ
ノ
。

（
二
）
ノ
所
見
－
一
至

y
－Y
A

、
郎
チ
非
細
菌
性
蛋
白
樫
ノ
有
ス

Y
抗
原
性
（
喰
蟻
作
用
促
進
能
力
）
A

細
菌
性
物
質
水
溶
液
ノ
ソ
レ
ト
異

y
、

ソ
ノ
耐
煮
沸
性
頗
Y
小
ナ
Y
ガ
故
一
一
、
舟
分
間
／
煮
沸
－
一
依

f
ア
殆
ン
ド
全
部
破
却
セ
ラ

v
、
百
廿
分
間
ノ
煮
沸
一
一
依

y
破
却
ノ
程
度
吏
－
二

層
進
行
U

て
プ
抗
原
性
A

盆
々
減
少
シ
、
新
U
Y

モ
ノ
ア
以
ア
ジ
ア
ノ
結
果
A

、
営
然
抗
原
性
ヲ
損
傷
セ
ラ
レ
ザ
Y
生
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ヨ
リ
モ

喰
菌
作
用
ノ
減
弱
ス
U

F

A

自
明
ノ
理
ナ

y
。
然
シ
ナ
ガ
ラ
食
盤
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ニ
比
ス
レ
バ
、
喰
菌
作
点
、ガ
猶

E
ッ
大
ナ
Y
理
由
A

蛋
白

溶
液
ガ
煮
沸
ア
受
ク

Y

モ
抗
原
性
物
質
ノ
幾
分
A

ソ
ノ
性
ヲ
保
有
U
J

居
ル
ガ
局
ナ
η
ノ
ト
シ
ア
理
解
セ
ザ
Y
ペ
カ
－
フ
ズ
。

0

0

0

0

0

 

然
Y

－
一
既
二
余
等
ガ
第
一
報
及
ピ
第
二
報
－
一
ア
立
謹
報
告
シ
タ
Y
ガ
如
ク
、
細
菌
性
溶
液
ヲ
以
－
ア
ノ
質
駿
－
一
ア
リ
ア
ミ
舟
分
業
協
液
ガ
耕



3

コ。。。

然
他
ヲ
刷
版
シ
ア
喰
細
胞
ノ
菌
喰
燈
作
用
ヲ
促
進
シ
、
生
滅
液
ト
百
廿
分
業
協
液
ト
ノ
間
ニ
A

格
段
ノ
差
ヲ
示
ジ
タ

y
。
此
事
質
A

非
細
繭
性
蛋

0

0

 

白
樫
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
結
果
ト
全
ク
正
反
謝
ナ
リ
ノ
。
是
レ
他
無
シ
、
細
菌
性
溶
液
中
ノ
抗
原
性
物
質
A

耐
煮
沸
性
強
大
－
一
シ
ア
、
ソ
f

上
向
ホ

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
有
ス

Y
ガ
故
－
一
、
舟
分
開
業
、
沸
－
一
ヨ
ソ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
ミ
ガ
破
却
や
ノ
レ
、
，
結
局
生
櫨
液
ト
等
量
ノ
抗
原
物
質
ヲ
有
シ

ナ
ガ
ラ
、
市
毛
喰
細
胞
ノ
菌
喰
燈
作
用
ア
阻
止
ス

Y

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
有
ス

Y
生
滅
液
一
一
優
リ
ノ
ア
喰
雄
作
用
ヲ
促
進
セ

Y
ナ

y
。
而
シ
ア
百

二
十
分
間
ノ
煮
沸
後
－
一
ア
川
、
巴
デ
ニ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
し
ガ
破
却
セ
－
フ
レ
タ

Y

ニ
止
ア
ズ
、
更
－
一
進
ミ
ア
細
蘭
性
溶
液
中
ノ
抗
原
性
物
質
モ
亦

ク
大
部
分
破
却
＋
ノ
レ
同
三
十
分
柔
滅
液
ニ
比
シ
、
進
一
一
ソ
ノ
抗
原
性
ヲ
喪
失
ス

Y

ニ
至
Y

モ
ノ
ナ

y
。

以
上
即
チ
細
菌
性
溶
液
－
一
ア
て
抗
原
性
物
質
ヲ
完
全
－
一
有
ス

Y
舟
分
業
滅
液
ト
ソ
ノ
大
部
分
ヲ
破
却
サ
レ
タ
Y
百
廿
分
裳
減
液
ノ
抗
原
性

能
働
力
ト
ノ
間
ニ
甚
ジ
キ
差
ヲ
有
ス
グ
’
所
以
ニ
ジ
ア
、
又
非
細
菌
性
蛋
白
鰹
－
一
ア
A

ソ
ノ
抗
原
性
物
質
A

耐
煮
沸
性
小
ナ

Y
ガ
故
三
ニ
十
分
間

煮
沸
－
一
依
9
．
先
グ
ソ
ノ
大
部
分
ァ
破
却
セ
－
プ
レ
、
百
廿
分
間
煮
沸
一
一
依
リ
ア
、
倫
ホ
幾
分
破
却
ナ
レ
タ
リ
ト
雌
、
阪
－
一
大
部
分
ヲ
破
却
サ
レ

居
Y
後
ナ
Y
ガ
故
ニ
リ
ノ
ノ
量
モ
少
カ

Y
ペ
ク
、
従
？
プ
ソ
V

等
ノ
合
ム
抗
原
物
質
量
－
二
差
ガ
少
キ
詳
－
一
シ
ア
、
之
レ
非
細
菌
性
蛋
白
健
ノ
品
川

分
業
液
ト
百
廿
分
養
液
ノ
抗
原
性
能
働
力
ノ
間
ニ
細
筒
性
溶
液
－
一
於
ケ
Y
ガ
如
キ
甚
シ
キ
差
ヲ
見
出
シ
得
ザ
Y
所
以
ナ

y
。

余
等
A

本
質
験
ト
、
第
一
、
第
二
報
－
一
記
載
セ

Y
質
験
結
果
ト
ヨ
リ
ジ
ア
、
初
メ
ア
細
菌
性
溶
液
中
ニ
A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
合
有
ジ
、
非

細
菌
性
蛋
白
液
ニ
A

「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
L

ヲ
合
有
セ
ザ
Y
事
ヲ
明
白
ニ
確
認
ス

Y
事
ヲ
得
可
キ
ナ
リ
。

（
三
）
ノ
所
見
A

第
一
、
第
二
報
－
一
毛
詳
論
セ

Y
加
ク
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
合
有
有
無
ヨ

y
来
Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
而
モ
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ア

用
ヰ
ア
ノ
賞
駿
一
一
於
－
プ
非
細
菌
性
蛋
白
樺
生
・
柔
雨
被
ノ
影
’
響
ア
受
ク

Y
事
貰
λ

、
海
棋
腹
水
中
ヨ
リ
ノ
ノ
白
血
球
被
一
一
混
入
セ

Y

「
オ
プ
ソ
ニ

ン
」
ノ
受
ク

Y
影
響
ナ
H
J

ト
シ
ア
理
解
ス
可
キ
ナ

9
0

新
ク
ア
余
等
A

本
質
験
－
一
一
環
η
ノ
ア
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
A

非
細
筒
性
蛋
白
髄
ノ
生
・
実
雨
被
－
一
ヨ
ヲ
ア
モ
亦
ク
影
響
ヲ
受
ク
Y

毛
、
細
菌
性

生
・
業
耐
強
液
ヲ
以
－
プ
ノ
賞
験
結
果
－
一
反
ジ
、
業
液
ヲ
以
－
ア
ノ
結
果
A

生
液
ヲ
以
－
ア
ノ
結
果
－
一
甚
シ
ク
劣
Y

モ
ノ
ナ
Y
事
司
ノ
立
詮
セ

y
。
郎
チ

非
細
菌
性
蛋
白
健
－
一
A

「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」

A

存
在
セ
ズ
、
又
非
細
菌
性
蛋
白
鰹
A

細
菌
性
溶
液
一
一
反
シ
耐
煮
沸
性
甚
ダ
小
ナ
Y

事
ヲ
知

9
F

第
六
品
位

「、
原

著
、~

三位L
Pl 

柳

一
凶
八
九

（
第
六
披

六
九
）



第

六

谷

【

原

箸

】

背

柳

、

一
四
九

O

（

第

六

時

蜘

七

O
）

、
、
、
．
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

リ
ノ
。
是

v
寅
ニ
沈
澱
反
臆
・
補
健
結
合
反
路
。
抗
鱒
産
生
等
ノ
現
象
ヲ
指
標
ト
震
シ
b
y
y
場
合
－
一
屯
立
謹
セ
ラ
レ
タ

y
v
所
ニ
シ
ア
細
菌
性
蛋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

白
鰹
ト
非
細
菌
性
蛋
白
健
ト
ノ
間
－
一
横
A

Y
重
要
ナ
Y
生
物
事
上
ノ
差
別
貼
ナ

y
。

又
夏
ニ
、
試
験
管
内
喰
菌
現
象
ノ
大
小
ヲ
指
標
ト
ジ
ア
逆
－
一
抗
原
性
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
判
定
セ
ン
ト
欲
ス
レ
バ
抗
原
用
量
ノ
或
Y
程
度
迄
一
一

於
ア
ノ
ミ
意
義
ヲ
有
ジ
、
叉
非
細
菌
性
蛋
白
憶
ヲ
免
疫
元
ト
ジ
ア
用
キ
Y
際
－
二
免
疫
効
果
f
’大
ナ
ラ
ン
事
ヲ
期
待
ジ
ア
、

y
ノ
用
量
ヲ
無
間

二
大
ト
ス

Y
事
ノ
不
可
ナ
Y

コ
ト
ア
モ
知
9
得
タ
Y
ナ
Y
3

貫
ニ
本
質
駿
－
一
ヨ
リ
ア
得
タ
Y
所
見
A
、
第
一
報
、
第
二
報
ニ
記
載
セ

Y
賓
験
結
果
ト
相
侠
チ
ア
、
「
ト
ロ
ピ
ン
L

作
用
ナ
Y
兎
疫
率
的
方

面
ヨ
ヲ
期
セ

〆
シ
－
プ
烏
潟
数
授
ノ
『
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
皐
設
ノ
異
理
ナ
Y
事
』
ア
裏
書
シ
得
D
Y
Y
モ
ノ
ト
言
フ
ペ
キ
ナ
リ
ノ
。

結

論

一
、
抗
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
以
テ
’
劃
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
貧
喰
作
用
ア
試
験
管
内
ニ
ア
検
ス

Y

ニ
営
内
ノ
、
抗
原
ト
ジ
ア
動
物
性

非
細
菌
性
蛋
白
艦
ト
シ
ア
家
鶏
卵
臼
／
二
・
五
%’生
理
的
食
盟
水
溶
液
、
及
ピ
同
舟
分
業
液
、
百
二
十
分
業
液
ヲ
生
溶
液
ト
同
量
ダ
ケ
添
加
シ

ァ
、
叉
植
物
性
蛋
白
慨
ト
シ
－
プ
大
一段
蛋
白
液
ヲ
金
ク
同
様
－
一

uv
－
プ
添
加
シ
、

y
f
喰
菌
作
用
－
一
割
ス

Y
影
響
ヲ
検
シ
タ
Y

ニ
養
液
ヲ
加
ヘ
タ

y

モ
ノ
A

生
液
ァ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ニ
比
シ
、
甚
シ
ク
小
ナ

Y
喰
菌
作
用
ア
示
シ
タ

y
。
而
uv

－
プ
舟
分
業
液
ト
百
廿
分
業
液
ノ
間
二
A

細
菌
性
溶
液

ノ
此
等
ノ
間
三
於
ヶ

Y
如
キ
甚
シ
キ
差
ヲ
認
メ
得
ザ
リ
ノ
キ
。

二
、
郎
チ
非
細
前
性
生
蛋
白
髄
－
二
喰
菌
作
用
促
進
（
抗
原
性
）
能
力
ア
V

ド
モ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
無
ジ
。

三
、
非
細
菌
性
生
蛋
白
鱒
ノ
（
喰
菌
作
用
促
進
）
抗
原
性
能
働
力
A

耐
煮
沸
性
甚
ダ
小
ナ

y
。

四
、
此
ノ
際
抗
原
ト
シ
ア
前
記
二
・
五
%
家
鶏
卵
白
液
、
非
働
性
人
血
清
、
生
大
豆
蛋
白
液
ヲ

0
・二、

0
・
玉
、
一
・

O
蛇
ニ
鐙
化
サ
セ
ア

添
加
シ
、
ソ
ノ
影
響
ヲ
検
シ

ヶf
y
－一

0
・
五
括
ヲ
加
ヘ
タ
Y
時
ノ
喰
細
胞
ノ
喰
燐
作
用
促
進
カ
ガ
最
大
－
一
シ
ア
、
一
・

O
括
－
一
増
量
シ
タ
Y
結

果
A

反
ヅ
ア
減
少
セ

y
。
併
シ
ナ
ガ
一
プ
ソ
レ
－
一
－
ア
モ
猶
且
ッ
食
関
水
ヲ
以
－
プ
ノ
封
照
ヨ

y
モ
何
レ
ノ
場
合
モ
毎
常
大
ナ
リ
キ
。

五
、
故
ニ
試
験
管
内
喰
菌
現
象
ノ
大
小
ヲ
指
標
ト
ジ
－
プ
逆
二
日
原
性
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
判
定
セ
ン
ト
欲
ス

Y
際
－
二
或
程
度
迄
ノ
抗
原
用



量
ニ
於
ア
ノ
ミ
意
義
ヲ
有
ス

y
f
t
ノ
ナ
Y
事
ヲ
認
ム
ペ
シ
。
是
郎
血
清
皐
上
ノ
一
般
的
原
則
ノ
一
ナ
リ
ノ
。

六
、
見
疫
一冗
ト
シ
－
プ
非
細
菌
性
蛋
白
髄
ヲ
注
入
ス

Y
A

ヨ
ジ
。
サ
レ
ド
免
疫
効
果
ヲ
大
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ジ
ア
、

y
ノ
用
量
ヲ
考
慮
ス

Y
事
無

ク
、
無
関
－
一
注
入
ス

Y
事
A
大
ナ
Y
謬
見
ナ

y
。
此
際
効
果
A
却
－
プ
用
量
ノ
増
大
－
一
逆
行
減
弱
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。

七
、
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
合
マ
ザ
Y
健
常
家
兎
非
働
性
血
清
ヲ
以
ア
ノ
喰
蘭
作
用

山
「
ト
ロ
ピ
ン
」

7
合
ム
免
疫
家
兎
非
働
性
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ

喰
菌
作
用
ヨ
η
ノ
モ
常
ニ
小
ナ
リ
ノ
。

八
、
健
常
海
狽
腹
腔
中
戸
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U eber den Einfluss des nativen und gekochten wasserlゐlichenAntigens 、

mikrobiotischer Herkunft auf die Tropinwirkung. 

III. Mitteilung: Versuche mit den Proteinkorpern nicht mikrobiotischer Herkunft. 

Von 

Dr. Y. AOYAGHI, Dozcntcn dじrKlinik. 

[Aus elem Laboratorium d. I. chirug. Klinik d. Ka日rl.Universit五tzu Kyoto (1汁of.Dr. R. Torikata)J 

Die antigenen Tじ片tmaterialiじnsind folgende：ーー

r. Die mit 0,85 proz. Kochsalzlosung hergcstellte 2,5 proz. native Eierklarlδsung (H山口erei)=NE.

2. I〕司、 obigeTcstmaterial, NE, eine halbe Stunde lang in einem bei r oo ・ C kochenden ¥Vasscrbadじ crhitzt=KE

30’． 
3. NE, ebenfalls erhitzt, und Z＼γar I 20 Minuten Jang= KE I 20仁

4. Das inaktivicrte Serum eines normalen und gesunden Menschen =MS. 

5. l王menatiγC Soj昌bohnenproteinlosung’dieso hergestellt ist, class die Bohnen in♂ Verhii. 

5,0 ccrn mit 0,85 I〕roz NaCl Lοsun:; emulgiert WL  

6. NB, 30 Minuten lang bei roo C gel王ocht=KB301 ． 

7. NB, I :'O Minuten Lang in einem b巴irno°C siedenden ＼九rasserbade er hit汎＝KBr:w'. 

Die Erg己bnisseder Versuche iiber die Phagozytose sind in den Tabellen I u. II zusammengestellt. 



Tab. I. 

~~~～es 1~九~トs 0,2 ccr平 0,5 ccm 1,0 ccm NaCl Summe 
NE T 86 97 64 50,5 2.97,5 

K 33 38 29・5 26,5 127 

MS T 50 63 55 38 206 
e“ .. 

tャ。f 、
K 38 52 28 17 135 

MS T 35 38 31 26 130 
炉，，Z、・4

(1: IO) I三 23 26 16 82 

NB T 64 102 74 29 269 

50 56 43 ー”‘v、ヲ’ 172 

T=mit dem inaktiv』ertenSerum eines g、genStaphytokokken immunisierten 
K::minchcns. 
I王＝mitd.m inal、tiviertenSerum eincs normalen Kaninchens. 

Tab. II. 

Art des Antigens NE L>zw. 1えEL>zw. KE bzw. NaCl Sum me NB KB 30' IζB 120’ 

Eierl；、l:ir- T 145 90 75 50 3£0 
lO:;ung 

1 呈
K 44 36 28 20 128 

S吋abohne- T 84 39 35 29 187 
osung K 37 32 28 16 113 

Antigenmenge je 0,5 ccm. 

Zusamrnenfassung. 

I) Bei den nicht mikrobiotischen l》roteinl心rpernwar die die Phagozytose fordernde F討iigkeitder nativen Losung 

尊民 4く~ 【l!f 樽】 ~ ~ 1 E!l~ ！ l l （燃4く録 午11¥)
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am grossten. 

2) v¥' aren die nativen Protcinkι》q〕er sungen 30 bzw. r2οM山 it巴nlaηg im ¥¥'a：づ

au~gesetzt worden, so ＼司rurdedie die I】hagozytoscf。rderndeFahigl王eit,e口tsprechendder Dauer der Erhitzung, immer 
mehr herabgesetzt. 

3) Daraus geht hervor, <lass der die E》hagozytosefοrd er凶 enFahigkeit仁！ernicht mikrobiotiscl 

］〈ι》rpernsowohl die Kol王tstabilit注tals auch die Impedit】wirkungfehlt, wie dies beides bei mikrobiotischen Antig・enen in 

der Regel konstatierbar ist. 

4) Anderseits (siehe unsere I. u. II. Mitteilung !) wurde der Nachweis erbracht, dass die die Phagozytose forderncle 

Fahigkeit mikrobiotischer Filtrate ausserst koktostabil ist. Bei nati\•en mikrobiotischen Filtraten konnte sogar die 

Impeclinerscheinung fast ausnahmlos nachgewiesen werden, wahrend die Erscheinung bei nicht mikrobiotischen Antigenen 

n'emals konstatiert wurde. 

5) 0,5 ccm nativer nicht mikrobiotischer Antigene verursacl巾 einedeu 

ccm, ＼＼’ie dies auch bei den mikrobiotischen Antigenen der Fall war. 

6) Dies lehrt uns eins der wichtigen immunbiologischen Gruncl:;esetze, class die Giftwirku月 unddie Antigen-

wirkung zwei v巴rschied巴neDinge sind und class sich bei einer iiberaus grossen Antigenclosis die erstere immcr rnehr 

geltend macht, wahrend die letztere ¥Vir・kungdementsprechend immer geringer vor sich geht, vergl. die absteigencle 

Phase der serologischen Phaenomene nach R. Torikata. (Autoreferat) 


